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○名 称   沖縄市管工事協同組合 

○所在地   事務所・倉庫  沖縄県沖縄市安慶田五丁目２番９号 

       資材置場(借地) 沖縄県沖縄市安慶田五丁目４６４－３ 

               沖縄県沖縄市安慶田五丁目４８６ 

○敷地面積  2,357 ㎡（720 坪）  

○代表理事  普久原 朝典 

○ﾎｰﾑｱﾄﾞﾚｽ    http：//www.okikankyo.or.jp 

○対象範囲  沖縄市管工事協同組合事業所、資材置場 

 

○組合員の資格 

（１）沖縄市より指定給水装置工事事業者並びに下水道排水設備指定工事店の指定を受

けている管工事業者であること。 

（２）組合の地区内（沖縄市）に事業場を有すること。 

 

○組合員の数    ２５社 (組合員 18 社 準組合員 7 社) 

○役員の総数    １０名 （理事 8 名、監事２名） 

○事務局役職員数  ２７名 （常勤役員２名、総務部 10 名、工事部 4 名、ﾒｰﾀｰ検針 11 名） 

○出資金の額     ６０,３３０,０００円      工事件数   70 件 

 

○組合の共同事業（平成 28 年度実績） 

（１）共同購買事業『管工事関連資材全般     年間売上高 約４億３７百万円』 

（２）共同受注事業『下水道維持管理・土木工事等 完成工事高 約６７百万円』 

（３）各種事務代行事業 （４）教育情報事業 （５）福利厚生事業 

 

○組合の共同事業の許可事項 

 （１）建設業許可 

    イ．沖縄県知事許可 （特―２４）第３３９９号 

    ロ．工事の種類   土木工事業・管工事業、水道施設工事業 

 （２）官公需適格組合証明（取得：昭和５２年２月） 

    イ．許可行政庁   沖縄総合事務局  府経中小第２３２号 

    ロ．工事の種類   土木一式工事、水道施設工事 
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組 合 の 概 要 



環 境 方 針 

 

沖縄市管工事協同組合は、組合事業において生ずる環境負荷に配慮し、次の個別の方針

を定め、全職員が一丸となり環境保全に対する自主的な取組みを行なうと同時に、その活

動の内容と結果を、組合員に指導・普及する事で「地域環境・生活環境にやさしい管工事

業界」の実現を目指します。  

  

１． 事業活動による環境負荷の現状を踏まえた目標を定めて、環境保全活動の継続的な

改善に努める。 

２． 環境に関する法規制及び関連するその他の要求事項を遵守し、地域社会との調和に

努める。 

３． 環境負荷の低減を図るために、次の項目について具体的に取り組む。 

１） ＣＯ2（二酸化炭素）の排出量の削減 

２） 廃棄物の削減・資源の再利用・ﾘｻｲｸﾙ商品の積極的活用 

３） 粉塵・騒音・振動等の削減 

４） 雨水の活用などによる節水 

５） 構内外及び地域の緑化・清掃への取組みの強化 

６） 定期的な見直しと改善 

  7） 環境に配慮した製品（機器・資材）を販売する 

  8） グリーン購入の推進・調達に努める 

  9） 化学物質使用量の削減に取組む 

  10） 人材育成の取組を推進します 

 

 

作成年月日 平成１８年１２月 25 日 

会 社 名 沖縄市管工事協同組合 

管理責任者名 専務理事 岳原 孝 

代 表 者 名 

 

 

 

                   改 定 履 歴 

平成 18 年 12 月 25 日 制  定 

平成 22 年 7 月 27 日 改  定 

平成 26 年 10 月 1 日 改  定 

 

 

 

2 



平成２8 年度 実 施 体 制 

平成 29 年 3 月現在 

 

 

「環境管理委員会」 

委 員 長：伊禮勝則 ＜統括部長＞ 

事務局長：玉城峰子 ＜EA21 事務局＞ 

委  員：恵俊春、新垣真奈美 

     知念勇人、大城花音 

 

 

 

 

 

                            

              

 

知念 勇人          新垣 真奈美        玉城 峰子 

（工事係）           （総務係）         （総務係） 

 大城 エミ子          島袋 和樹           恵 俊春 

  （総務係）          （工事係）         （資材購買係） 

 上原 欣活           瀬嵩 政明          具志堅 明 

（総括課長）           （工事係）          （総務係） 

 新垣 健作            大城 宜也         大城 弘覚 

 （資材係）         （資材購買係）        （工事係） 

 安里 順二           石原 柚葉          大城 花音 

 （業務係）         （資材購買係）               （業務係） 
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普久原 朝典 

（理事長） 

饒波 正司 

（副理事長） 

岳原  孝 

（責任者） 

CO2排出量削減 廃棄物削減・グリーン購入 節水・緑化・清掃 

伊禮 勝則 

（委員長） 



エコアクション 21  

 

環境管理責任者   

1、環境管理委員会からの報告を受け、全体の評価と環境方針・実施体制の見直しを行う。 

2、環境管理委員会をはじめ各担当に環境への取組みに関する権限と責任を与える。 

3、社会へコミットメントを行う 

 

 環境管理委員会 

『責任及び権限』 

1、全職員にエコアクション 21 を実行させる権限をもち、その行動の責任を担う。 

 

『行動手順』 

1、毎月第 1 月曜日に開催される環境管理委員会で必要事項を審議し、各担当者への軌道

修正やアドバイスを行う。 

2、環境目標を設定し、達成状況を把握すると共に 5 月の全体会議で職員に報告する。 

 

廃棄物削減・グリーン購入 

『責任及び権限』 

1、全職員に廃棄物の削減、分別、リサイクルを実行させる権限をもたせ、これらの行動

の責任を担う。 

 

 CO2排出量削減 

『責任及び権限』 

1、全職員に電力・灯油の省エネ及び自動車燃料の節減行動を実行させる権限をもたせ、

これらの行動の責任を担う。 

 

 節水緑化清掃 

『責任及び権限』 

1、職員に節水、緑化、清掃に関する行動を実行させる権限をもたせ、これらの行動の責

任を担う。 
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環境目標とその実績 

 

☆本組合は、平成 28 年 4 月にエコ 10 年目をスタートしました。ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 に取組み 10

年目の節目を迎え、基準年度を平成 17 年度から平成 27 年度に変更致しました。平成

28 年度（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月）の目標を下記のように設定して取組んでき

ました。 

  

1）CO2（二酸化炭素）の排出量削減 

平成 27 年度（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月）を基準年とし、年間の目標を定めて取組

みます。 

 

年度 

 

項目 

平成 27 年度 

基準年 

平成 28 年度 

（4 月～3 月） 

4～3 月実績 目標 実績 

電力使用量（kwh） 

事務所 
25,051 

(－1.5%) 

24,675 

(+2.3%) 

25,637 

化石燃料使用量（㍑） 

ｶﾞｿﾘﾝ+軽油+重油 
12,797 

（－11.1%） 

11,377 

(－3.9%) 

12,300 

CO2総排出量（kg） 53,858 
（－1.1%） 

53,292 

(－1.4%) 

53,091 

 

 

年度 

 

項目 

平成 29 年度 

（4 月～3 月） 

平成 30 年度 

（4 月～3 月） 

平成 31 年度 

（4 月～3 月） 

目標 目標 目標 

電力使用量（kwh） (－1.6%) 

24,650 

(－1.7%) 

24,625 

(―1.8%) 

25,600 

化石燃料使用量（㍑） 

ｶﾞｿﾘﾝ+軽油+重油 

(－11.3%) 

11,350 

(－11.5%) 

11,325 

(－11.6%) 

11,312 

CO2 総排出量（kg） 
(－1.6%) 

52,996 

(－1.8％) 

52,888 

(－1.9%) 

52,834 

※二酸化炭素排出係数は基準年度（平成 27 年度）は平成 25 年度沖縄電力の 0.858 を採用    

 しており、平成 28 年度は（平成 27 年度実績）沖縄電力実排出係数の 0.802 を採用して

おります。 
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環境活動の取組計画と取組み結果の評価と課題（CO2 排出量削減） 

電力使用量 目標－1.5% 実績+2.3% 

取組計画 

①扇風機を併用し、室内温度 26 度になるようにｴｱｺﾝの温度を設定する 

②事務所、倉庫の照明を細目に操作する 

③夏場 2 階のﾎｰﾙ及び応接室の使用前（30 分程）に窓を開け通気する事で冷房の効率を高

める 

④事務所の窓にｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝを作り、暑さ対策をする 

⑤長時間席を離れる時は、ﾊﾟｿｺﾝの液晶画面をＯＦＦにする 

⑥ｴｱｺﾝの室外機の直射日光を避ける（日よけ等） 

⑦2 階へ登る階段入口にカーテンを設置し、流れてくる熱風を抑えて冷房の効率を高める 

 

評価と課題・改善策 

①電力使用量の目標―1.5%に対して 28 年度は 2.3%増加であった。 

毎月の環境管理委員会や、年に２回の全体会議で再確認し、意識向上していきたい。 

➁昼食時の消灯は身についているが退席時消灯を忘れる事が多くなっているので、細めに

消灯したい。 

➂長時間席を離れる時の電気の消灯、パソコンの液晶画面ＯＦＦの意識が薄れているので、 

年 2 回の全体会議で意識付けするよう声掛けしていきたい。 

④数日間にわたる冷房の消し忘れがあった。（２階） 退出時は、最終確認するように徹底

していきたい。 

⑤組合員による施設（作業場）の利用が頻繁にあった為使用量が増加したと思われる。 

 

化石燃料使用量 目標－11.1% 実績－3.8% 

取組計画 

①毎月１回、車両点検の実施を徹底する 

②現場へ出る際は、最短ルートで行けるよう、事前にチェックする 

③エコドライブの推進 

④ アイドリング車に変えていく事を提案 

評価と課題  

①化石燃料使用量は目標－11.1%に対して－3.8%と目標達成にはいたらなかった。 

➁毎月１回の車両点検を徹底することが出来た。 

③軽トラ 1 台増え、遠い現場への資材配達や工事量も増加した事が原因だと思われる。 

目標設定、基準年度見直しも必要かと思われる。 

 

６ 



 

 

 

CO２総排出量 目標－1.1% 実績－1.4% 

評価と課題 

① CO2総排出量削減は目標－1.1%に対して、今年度は－1.4%削減する事が出来た。 

化石燃料使用量、電力使用量ともに目標には及ばなかった。 

目標設定の見直しをしていきたい。 

 

2）廃棄物の削減、資源の再利用、リサイクル商品の積極的活用 

産業廃棄物・一般廃棄物は、平成 27 年度を基準年として、目標を設定し取組んできまし

た。 

① 一般廃棄物 

(イ) 単純焼却                          単位：㎏ 

 

年度 

 

項目 

平成 27 年度 

（4 月～3 月） 

平成 28 年度 

（4 月～3 月） 

基準年 目標 実績 

一般廃棄物

（kg） 
734 

（－29.4％） 

518 

（－12.9%） 

639 

 

 

 

平成 29 年度 

（4 月～3 月） 

平成 30 年度 

（4 月～3 月） 

平成 31 年度 

（4 月～3 月） 

目標 目標 目標 

（－13.1％） 

638 

（－13.2％） 

637 

（－13.3％） 

636 
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(ロ)ｽﾁｰﾙ缶・ｱﾙﾐ缶・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの排出量 単位：㎏  (ハ)ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ､ｶﾀﾛｸﾞ、新聞紙の年間排出量 

 

                                   単位：kg 

 合計 

スチール缶 120.0 

アルミ缶 13.60 

ペットボトル 250.0 

 

 

 

一般廃棄物削減 目標－29.5% 実績－12.9% 

取組計画 

①印刷前に画面（印刷ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ）により確認をし、印刷ミスの削減に努める。 

②ﾒｰﾙや電子機器の活用による、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽを推進する。 

③ｶﾝ、ﾋﾞﾝ等の分別の徹底を強化。ﾘｻｲｸﾙ処理し廃棄物削減に努める。 

④コピー機で複数枚コピー又はｶﾗｰｺﾋﾟｰする際は使用後必ずﾘｾｯﾄﾎﾞﾀﾝを押す 

⑤複数印刷する場合、両面コピーを活用する。 

 

評価と課題 

① 一般廃棄物削減目標－29.5%に対して、今年度は－12.9%の削減でした。 

 

 

 

②産業廃棄物 

(イ)最終処分                          単位：ｔ  

 平成 27 年度 平成 28 年度 

基準年度 実績 目標 実績 

廃プラ 0.94 廃プラ・木材混合 

4.32 

（－27.5%） 

3.1 

0.68 廃プラ・木材混合 

1.29（－70.1％） 建築木材 3.38 0.61 

 

 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

目標 目標 目標 

廃プラ （－70.3%） 

1.28 

（－70.5%） 

1.27 

（－70.9％） 

1.26 建築木材 
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  合計 

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ・ｶﾀﾛｸﾞ 

新聞紙 4,120 

 



(ロ)再生利用（リサイクル業者へ）                単位：ｔ 

 

 

 

取組計画 

①分別の徹底を強化し、廃棄物削減に努める。（一時保管所に表示する） 

➁塩ビ管の切れ端（無駄な切断）をしないよう施工方法を工夫する。 

③廃材塩ビ管の回収、ﾘｻｲｸﾙを徹底する。 

 

評価と課題 

①産業廃棄物削減目標－27.5％に対して今年度は－70.1%であった。 

 塩ビ管は無駄な切断をしないよう工事の際、工夫しているとみられ、平成 27 年度より 

－70.1%削減出来ている。又、塩ビ管のリサイクルも徹底していると思われる。 

② 平成 27 年度にヤードの草刈りを広範囲に行った際に草木が大量に排出された為、 

－70.1％削減しているとみられる。今後はこの様な大きな削減は、見込めないと思われ

る。 

 

３）粉塵・騒音・振動等の削減 

取組計画 

①機械の整備に努めると同時に、高負荷運転（空ぶかし等）をさける。 

②工事現場のｱｽﾌｧﾙﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ切断の時には、散水を行い、汚濁水は乾湿掃除機で吸引し廃

棄物処理をする。 

③残土一時保管所には粉塵が飛散しないよう、定期的に散水する。 

 

評価と課題 

①ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ切断時の汚濁水を乾湿掃除機で吸引する事で、汚濁水を側溝へ流すこと

なく環境への配慮も出来たと思われる。 

②残土一時保管所を散水する事で粉塵も飛散することなく近隣住民からの苦情もなかった 

 今後も十分配慮していきたい。 
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 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

アスファルト 95.4 134.6 127.07 105.9 163.8 143.40 

コンクリート 2.01 36.82 32.67 23.96 29.82 39.23 

合 計 97.41 171.42 159.74 129.86 193.62 182.63 



４）雨水の活用などによる節水（上水道使用量削減） 

   年度 

  

項目 

平成 27 年度 

基準年 

平成 28 年度 

（4 月～3 月） 

4～3 月実績 目標 実績 

上水道使用 

量（ｍ3） 
190 

（－0.3%） 

189 

（+1.5%） 

193 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組計画 

①工事現場の洗浄、花壇の水やり、構内の散水等は雨水 100％を目指す。 

②朝・昼、雨水で事務所及び倉庫前に内水をする 

 

評価と課題 

① 上水道使用量の削減目標は－0.3%に対して１. 5％増加であった。 

②工事現場の洗浄、構内花壇の水やり資材倉庫前、事務所前の打水等雨水で対応する事が

出来た。 

③ 職員へのトイレ清掃を徹底させた為、上水道使用量が増加したと思われる。 

④目標設定の見直しも必要かと思われる。 
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   年度 

  

項目 

平成 29 年度 

（4 月～3 月） 

平成 30 年度 

（4 月～3 月） 

平成 31 年度 

（4 月～3 月） 

目標 目標 目標 

上水道使用

量（ｍ3） 

（－0.3%） 

189 

（－1.1%） 

188 

（－1.6%） 

187 



５）構内外及び地域の緑化・清掃への取組みの強化 

 

取組計画 

➀毎朝 10 分前出勤を徹底し、全職員で構内を清掃する。 

②年 2 回（7 月、12 月）は全職員で構内の大清掃を行う。 

③構内の緑化活動（花壇の手入れ・緑のカーテン）などに力を入れる。 

④地域の清掃等ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動には、全職員が参加するよう呼び掛ける。 

 

評価と課題 

①就業前には構内を清掃し、又構内の植栽への水やり構内の内水等を行う。 

②盆前や年末に、全職員で構内を徹底してきれいにする。 

③構内に緑や花を増やすことで、外観の清潔感、癒し効果を高める。 

④環境に関するｾﾐﾅｰや各環境美化活動へも積極的に参加している。 

 

環境に関するｾﾐﾅｰや各環境美化活動及び地域へのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等                

◎比謝川上流清掃作業（Ｈ28.6.25～26） （環境及びボランティア活動） 

◎ｴｲｻｰ道ｼﾞｭﾈｰ交通整理（Ｈ28.8.26） （ボランティア活動） 

◎東部海浜まつりろ過装置設置（Ｈ28.10.27～28） （環境活動） 

◎比屋根湿地帯清掃活動（Ｈ28.10.16） （環境及びボランティア活動） 

◎沖縄市産業まつりへのろ過装置設置（Ｈ29.1.26） （環境活動） 

◎おきなわﾏﾗｿﾝｼｬﾜｰ設置、給水ﾎﾟｲﾝﾄ（Ｈ29.2.19）  （ボランティア活動） 

◎ちゅーぶｸﾜｯﾁｰﾌｪｽﾀのろ過装置設置（Ｈ29.2.19） （環境活動） 

 

６）定期的な見直しと改善 

取組計画 

①毎月第 1 月曜日に環境管理委員会を開催する。 

②年に 2 回職員の全体会議を行い、上半期・下半期の報告をする。 

 

評価と課題 

➀毎月定期的に環境管理委員会を行う事で、問題点や課題が早目に見つかり、より目標に 

近づける為の取組が出来る。又、職員が取組んでいる環境活動の報告もできる。 

➁年 2 回に職員全体会議を行う事で、職員全員へ現状報告が出来、見直しも出来る。 

 委員会で見逃した問題点等も全体会議によって他の職員からの意見等も聞き、解決につ

なげられる。       
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７）環境に配慮した製品（機器・資材）を販売する 

 目標 ・資材購買課において環境にやさしい製品を積極的に販売していく 

    ・エコ製品の商品説明会を定期的に開催し、製品の良さをｱﾋﾟｰﾙして普及促進に 

     つなげる 

 エコキュートの特徴 

 ◦圧縮するとどんどん熱くなる気体の性質を上手に利用してお湯を沸かすから、たっぷ 

りのお湯を使いながら、CO２の排出量を大幅に削減する事が出来る。 

 エコフィールの特徴 

 ◦従来捨ててしまっていた排ガス中の熱を回収して再利用する新しい石油給湯器です。

熱効率を 95%まで高めて、灯油の使用量を節約し、CO2の排出量を削減します。 

      単位：台 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組計画 

①エコキュート（給湯機）、エコフィール（ﾎﾞｲﾗｰ）の普及促進に努める。 

 

評価と課題 

①資材購買課でエコキュート（給湯機）、エコフィール（ﾎﾞｲﾗｰ）の販売をポスター掲示等

で促進した。 

 今後とも最も環境にやさしいエコキュートの普及率が大きくなると思われるので、 

商品説明会等を定期的に行い、普及促進に努めていきたい。 

 

 

１２ 

   年度 

 

項目 

平成 25 年度 

（月～3 月） 

平成 26 年度 

（4月～3月） 

平成 27 年度 

（4 月～3 月） 

平成 28 年度 

（4 月～3 月） 

実績 実績 実績 目標 実績 

エコキュート 7 7 9 10 11 

エコフィール 3 3 4 4 2 

年度 

 

項目 

平成 29 年度 

（4 月～3 月） 

目標 

エコキュート 12 

エコフィール 4 



８）グリーン購入の推進・調達に努める 

目標 ・ﾘｻｲｸﾙ用紙の購入に努める（再生紙 100％）再生紙購入ﾘｻｲｸﾙ率 100%達成 

   ・作業服の買い替えはすべて、ｴｺﾏｰｸの入ったものに切り替える  

   ・ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ、ﾌｧｲﾙ等はﾘｻｲｸﾙ商品を優先して購入する       100%達成 

   ・現場の埋め戻しには再生路盤材を使用する          100%達成 

 

取組計画 

①環境に配慮した事務商品・作業服等の購入に努める 

②ﾘｻｲｸﾙ用紙の購入に努める（再生紙購入 100%） 

③環境に配慮した資材販売を促進していく 

 

評価と課題 

①事務用品購入の際は表示を確認し購入する事が定着している。 

②用紙の購入の際には、再生紙か確認し購入するようにした。 

③作業服の買い替えはエコ商品の購入が浸透しておらず、現在未達成である。 

 

 

９）化学物質使用量の削減に取り組む 

目標 ・化学物質使用量に関しては、対象品目や使用量を把握し、適正に管理している事

を確認します 

化学物質使用量 （接着剤 1ｋｇ）       単位：ｋｇ 

 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

シクロヘキサノン 12.65 12.65 15.40 

メチルエチルケトン 5.75 5.75 7.00 

※アロンパイプ用接着剤成分  シクロヘキサノン・メチルエチルケトン 

 

 

 

化学物質使用量の評価と課題・改善策 

①接着剤は現在代替えするものがない為、適正に管理・使用する事で、環境に配慮 

していきたい。 
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10）人材育成の取組を推進する 

取組計画 

①沖縄市水道局の発注する配水管布設工事に係わる現場代理人、主任技術者の育成を行う 

➁青年部を中心に国際感覚の技術者育成に繋がる、「サモア支援プロジェクト」並びに

2017JICA 地域別研修「大洋州における水資源管理・水道事業運営」に沖縄市水道局

と連携して技術指導及び交流を行う 

 

評価と課題 

①7 月に代理人育成セミナーを開催し、沖縄市水道局の指導のもと多くの若手技術者が育

った。継続して行えるかが今後の課題。 

②「サモア支援プロジェクト」に今年度は 2 名の技術者を派遣し、JICA 地域別研修では、

青年部（若手技術者）が具体的な技術指導を行った。行政と一体になり身の丈にあった

国際貢献が出来たと思う。 

 同時に派遣に係る諸負担が大きいのが継続の負担として残る。 

 

次年度（平成 29 年度）の重点的取組 

電力使用量の削減 

・扇風機を併用し、室内温度 26℃になるようｴｱｺﾝの温度を設定する 

・事務所、倉庫の照明を細目に操作する 

・長時間席を離れる時は、ﾊﾟｿｺﾝの液晶画面をＯＦＦにする事を徹底する。 

・夏場２階のﾎｰﾙ及び応接間の使用前（30 分程度）に窓を開け通気する事で、ｸｰﾗｰの効率 

を高める 

・ｴｱｺﾝの室外機の直射日光を避ける（日よけ等） 

・第一種特定製品に簡易点検を定期的の行う（業務用空調機 6 台） 

ガソリン・軽油使用量の削減 

・毎月 1 回、車両点検の実施を徹底する 

・現場へ出る際は、最短ルートでいけるよう、事前にチェックする 

・「エコドライブ 10 のすすめ」を職員への意識付けをする 

廃棄物の削減、資源の再利用 

 一般廃棄物 

・印刷前に画面（印刷ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ）により確認をし、印刷ﾐｽの削減に努める 

・ﾒｰﾙや電子機器の活用による、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽを推進する 

・コピー機で複数枚コピー又はカラーコピーする際は使用後必ずﾘｾｯﾄﾎﾞﾀﾝを押す 

 （次使う時に、枚数が多く出るのを防ぐ為） 
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産業廃棄物 

・分別の徹底を強化し、廃棄物削減に努める（一時保管所に表示する） 

・塩ビ管の切れ端（無駄な切断）をしないよう施工方法を工夫する 

・廃材塩ビ管の回収、ﾘｻｲｸﾙを徹底する 

 

上水道使用量削減 

・工事現場の洗浄、花壇の水やり、構内の散水等は雨水タンク（40ton）を使用し雨水

100％使用を目指す 

・朝・昼、雨水で事務所及び倉庫前に打水をする 

・雨水タンクの使用量を把握する 

 

 

 

環境関連法規への違反・訴訟等の有無、外部からの苦情 

環境関連法等への違反はなく、又関係機関からの指導や訴訟はありませんでした。 

又、外部からの苦情も１件もありませんでした 

 

 

 

代表者による全体の評価と見直し 代表理事 普久原 朝典   Ｈ29.5.31 

 平成２８年度の EA 活動は、当初よりの事務局担当者の出産・育休で、活動の停滞が心

配されたが、平成 27 年度に行った環境管理委員会の再編により、若い職員への業務引き継

ぎが、思ったよりスムーズに出来たことで、８月の中間審査も何とかクリア出来た。 

 しかし、共に取得した他の組合事業所では、諸般の事由で認証の継続が出来ず残念であ

る。EA21 認証取得と継続の意義、同制度の認知度を上げる方策を再考する必要を感じる。 
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